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【2022年度】卒業後の状況等に関するアンケート調査結果

調査の趣旨
・卒業生に対して、本学での学びを経て、どのような知識・能力を伸ばしたかを可視化する。

・カリキュラムや教育内容への満足度、卒業後に感じている本学に対する評価や卒業生自身の状況を把握
する。
・卒業生の状況については、卒業生の就職先である2病院に対して調査を実施。
・調査結果を集計・分析を行い、本学薬学部の教育改善につなげる。

実施期間
令和4年8月3日～令和4年8月26日

実施方法
卒業生及び卒業生の就職先に対して、Googleフォームを用いたオンラインアンケート調査を実施。

対象者
・2017年度、2018年度、2019年度、2020年度、2021年度の卒業生
・卒業生が勤務する2病院の薬剤部管理職

回答数
・卒業生15
・病院5









7・8．薬学部時代に履修した科目において、臨床現場で勤務するご自分にとって役に立ったと感じる科目は何でしょうか？2つ選んで下さい。

9・10．薬学部時代に履修した実習科目において、臨床現場で勤務するご自分にとって役に立ったと感じる実習科目は何でしょうか？2つ選んで下さい。



11・12．薬学部時代に履修した科目において、ご自分にとって意欲的に取り組んだ科目は何でしょうか？ 2つ選んで下さい。

13～16．今後あなたが勉強したい、または、興味のある疾患は何でしょうか？ 2つ選んで下さい。



17．大学卒業後、ご自身の臨床経験を踏まえて、現在の6年制薬学教育で「不十分」と感じる専門知識は何でしょうか？（自由記述）

薬剤の知識
薬物動態学の知識を臨床現場に生かす知識
統計学
抗がん剤調製の知識
統計
抗がん剤や悪性腫瘍について
がんや感染症の知識
臨床研究の知識
薬剤の用法用量についての知識や、適応外の使用についての知識など
臨床研究の能力
薬剤の用法用量や適応症

18．大学卒業後、ご自身の臨床経験を踏まえて、現在の6年制薬学教育で「不十分」と感じる能力は何ですか？（自由記述）

保険調剤の知識
最新の治療などに関する情報収集能力、患者さんへの説明能力
コミュニケーション能力
精神力
コミュケーション能力
コミュニケーション能力
研究能力
薬剤変更時の代替薬選択能力など
癌化学療法の知識（新しい抗がん剤）
調べる能力



19．将来的に薬学部教育に協力する(実務実習での指導、薬学部講義の講師として等)意思はありますか？

ある ７
ない ８

20．その他、本学での学びについてご意見があればご回答ください。

薬理に関しては低学年からしっかり指導していただいたので、すごく身になるものであったと実感しております。国家試験を合格しても臨床現場に
出ると、自信をもって調剤、監査できるようになるまでに学ぶべき知識が沢山あることに気づきました。薬理・病態・実務の内容については６年間で
しっかり学ぶべき科目だと思うので、卒業試験に関しては物理などの基礎科目はもう少し国家試験に近いレベルでも良いのではないかと思いまし
た。

福岡大学での学びが卒業してからも役立っています。コロナ禍で今の学生は私たちの頃よりも色々と制限があって大変だと思いますが、実習生に
は少しでも良い経験ができたと思ってもらえるように協力していけたらと思います。

福岡大学では、実際に医療現場で働かれている先生方による講義を受講することができ、大変勉強になりました。このような学びの場を与えてくだ
さり、ありがとうございました。





11～14．本学の学生に望む「学生のうちに特に経験しておくべきこと」はどのようなものですか。当てはまるものを2つまで選択してください。


